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特集：中国の社会保障

「適度」と「普恵」の視点からみる中国版皆年金体制のゆくえ1

于洋

■ 要約

　2007年ごろから、中国において「残余主義」福祉から「適度普恵型」福祉への転換論は活発になっている。社会

保険制度に関しては、「適度」と「普恵」とはともに制度への加入状況、財源政策と給付水準を評価する尺度である。

　本稿では公的年金制度を例に取り、中国政府が進めている「中国版皆年金」体制に対して、負担と給付の両面から「適

度」と「普恵」の尺度を借りて評価してみたい。そのうえ、習近平・李克強新政権のもとで進められている「新型都市化」

政策と皆年金体制をめぐる一連の課題を考案し、これからの中国版皆年金体制のゆくえについて、以下のようなシナ

リオを推測している。

　加入者範囲の面から考える「普恵」の目標は到達しており、これからは、国民が平等に年金制度による恩恵を受け

られるように、制度間の給付調整が行われるだろう。

　次に「適度」に関しては、基本年金保険における保険料の事業主負担分が引き下げられる方向に向かい、基本年金

保険も含めて公務員年金保険、新型農村年金保険と都市住民年金保険の個人負担分も引き上げられる方向になるだろ

う。また、年金給付に関しては、公務員年金の高い給付水準は大幅な引き下げのプロセスに入り、他の年金制度の給

付水準も過当にならないように限定させられるだろう。それこそ「適度」の真髄であろう。
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Ⅰ　年金保険制度における「適度」と「普恵」の意味
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Ⅱ　中国版皆年金制度の確立
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　3．中国版皆年金制度の概要
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表1　現代中国における各年金制度の基本内容と加入状況
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　1．「普恵」への実現
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　2．保険料負担における「適度」の評価
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図1　基本年金保険制度の被保険者数と受給者数の推移
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図2（b）都市部基本年金保険制度の概要（2006年以降）

図2（a）都市部基本年金保険制度の概要（2005年以前）
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　3．高い保険料負担率の背景
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図3　中国における労働分配率の推移
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　4．年金給付における「適度」の評価
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Ⅳ　公務員年金における「適度」と「普恵」
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Ⅴ　新型農村年金保険と
　　都市住民年金保険における「適度」と「普恵」
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Ⅵ　「新型都市化」政策と中国版皆年金体制

3

　1．「新型都市化」政策の策定

30



13

2012 12 15 16

6

2011 51.3% 2020 60%

2030 70%
11 10 40

680 1 17 2

8000 1

5000

7000 2000 4000

800

　2．「新型都市化」政策の狙い
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2014 2 7

1

図4　基本年金保険制度の受給者対被保険者の割合と収支別増加率の推移
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